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 木材にテトラエトキシシラン溶液を含浸し、木材中の水分で加水分解を生じ

させることにより無機質複合化木材を調製した。その調製条件及び得られた複

合化木材の性能を調べ、次の結果を得た。 

1. 加水分解触媒としてマレイン酸を用いることにより溶液の安定性が向上

し、酢酸を用いた場合に比べ溶液の可使時間を極めて長くすることがで

きた。 

2. マレイン酸触媒では、酢酸触媒に比べ大きな質量増加率が得られた。ま

た、チタンテトライソプロポキシドの添加も質量増加率の増大に効果の

あることが分かった。 

3. 酸素指数法による燃焼試験では、処理材は酸素指数が未処理材に比べて

極めて大きくなり難燃性の向上が認められた。 

4. 寸法安定性については顕著な効果は認められなかった。 

5. いずれの処理材も触媒に塩酸を用いた場合のような著しい変形、変色は

発生しなかった。また、摩耗試験の結果からは処理による材質の劣化は

少ないと考えられたが、マレイン酸触媒では pH の低下が認められた。 
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